
　CSRとは、Corporate Social Responsibilityの略で、
「企業の社会における信頼性」と訳されます。このCSRレ
ポートでは、株式会社NIPPOが社会から信頼されるた
めに取り組んでいる活動を紹介し、一般の方にとってな
じみの薄い建設業を事業活動の中心とする株式会社
NIPPOと、経済、環境、社会とのかかわりについて、多く
の方々に知っていただくことを編集の基本方針としてい
ます。
　このレポートをツールとして当社とかかわる多くの方々
とのコミュニケーションをさらに充実させていきたいと思
います。

　株式会社NIPPOはアスファルト舗装工事を中心とする舗装・
土木工事およびアスファルト舗装の材料であるアスファルト合材
の製造・販売を中核事業としています。
　舗装・土木工事の対象は、一般道路、高速道路、レーシングコ
ース、空港から、市民の憩いの場となる公園、テニスコート、サッカ
ーグラウンド、さらには庭先舗装まで広範囲に及びます。また、製
造したアスファルト合材は当社の工事で使用するだけでなく、ほ
かの舗装工事業者にも販売しています。
　このほか、オフィスビルや工場等の建築工事、都市型マンショ
ンの分譲や市街地再開発等の開発（不動産）事業、土壌浄化事
業、海外事業といった戦略事業を取り込み、事業基盤を強化し
ています。
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日本石油（株）道路部と浅野物産（株）道路部の合同により「日本鋪道株式
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環境に関する基本理念と行動指針を表した環境保全活動指針を制定

日本鋪道株式会社が、新日石エンジニアリング株式会社を吸収分割して
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 事業分野別売上高 （2013年度）

株式会社 NIPPO

NIPPO CORPORATION

1934年（昭和9年）2月

〒104-8380　東京都中央区京橋1-19-11
TEL 03-3563-6751（代表）

代表取締役社長　岩田 裕美

15,324百万円

建設事業、アスファルト合材等の製造・販売事業、
開発事業およびその他の事業

1,783名（男性1,694名、女性89名）※2014年3月31日現在

http://www.nippo-c.co.jp/
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2009

2,262

2009

17,959

2009

302,909

統括事業所
出張所、舗設事業所
合材工場・合材所
その他の事業所

4ヵ所
13ヵ所
10ヵ所
2ヵ所

統括事業所
出張所、舗設事業所
合材工場・合材所
その他の事業所

5ヵ所
19ヵ所
23ヵ所
2ヵ所

統括事業所
出張所、舗設事業所
合材工場・合材所
その他の事業所

4ヵ所
6ヵ所
7ヵ所
1ヵ所

統括事業所
出張所、舗設事業所
合材工場・合材所
その他の事業所

8ヵ所
19ヵ所
25ヵ所
3ヵ所

統括事業所
その他の事業所

2ヵ所
6ヵ所

統括事業所
その他の事業所

3ヵ所
3ヵ所

統括事業所
出張所、舗設事業所
合材工場・合材所
その他の事業所

4ヵ所
25ヵ所
15ヵ所
1ヵ所

統括事業所
出張所、舗設事業所
合材工場・合材所
その他の事業所

4ヵ所
22ヵ所
16ヵ所
2ヵ所

統括事業所・復旧営業所
出張所、舗設事業所
合材工場・合材所
その他の事業所

5ヵ所
32ヵ所
14ヵ所
1ヵ所

統括事業所
出張所、舗設事業所
合材工場・合材所
その他の事業所

3ヵ所
15ヵ所
12ヵ所
1ヵ所

統括事業所
出張所、舗設事業所
合材工場・合材所
その他の事業所

6ヵ所
32ヵ所
24ヵ所
2ヵ所

統括事業所
出張所、舗設事業所
合材工場・合材所
その他の事業所

7ヵ所
14ヵ所
11ヵ所
2ヵ所

舗装・土木工事
164,689（52％）

製品販売
83,155（27％）

建築工事
40,636（13％）

開発事業等
25,898（8％）

2010

2,198

2010

14,461

286,916

2012

324,484

2010

283,512

2012

285,258

（百万円）
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 事業所一覧 （2014年4月1日現在）
2012

21,333

20122011

2011 2011

2011

1,849

2013

351,851

2013

314,379

2013

31,341

2013

1,783
311,174

278,153

15,684

2,123

対象範囲 ：

対象期間 ：

株式会社NIPPOの本社、管理支社3カ所、
支店12カ所、統括事業所・復旧営業所55
カ所、現業事業所380カ所（海外を除く）。
2013年度
（2013年4月1日から2014年3月31日）
一部には、時期を明示した上で2013年度
以前の情報と2014年9月までの最新情報
を掲載しています。

企業行動5つの誓い企業理念

行動指針

わたしたちは
確かなものづくりを通して

豊かな社会の実現に貢献します

・ 信頼を築く
・ 技を磨き、伝える
・ 夢をいだき、挑戦する

法令遵守 その行為は法律に違反していないか

企業倫理 その行為は企業理念や倫理に違反していないか

社会常識 その行為は社会の常識か

社会の目 その行為は社会の目、安心、安全にそむいていないか

自分の心 その行為は間違いないか、自分の心に問いかける

［関西支店］

［中国支店］

［西日本管理支社］

［四国支店］［九州支店］

［関東建築支店］

［本社］

［関東第二支店］

［中部支店］

［中日本管理支社］

［関東第一支店］

［東日本管理支社］

［海外支店］

［北信越支店］ ［東北支店］ ［北海道支店］
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会社概要

編集方針

対象範囲と対象期間



確かなものづくりを通して
社会からの信頼に応えＣＳＲを徹底します。
株式会社 NIPPO
代表取締役社長

　国際社会において地球環境への取り組みが重みを増して

います。ＮＩＰＰＯは、1950年代から「アスファルト舗装のリサイ

クル技術」の研究開発に取り組み、その後もスラグ等の他産

業副産物を舗装材料に活用する技術など、資源循環型社会

の構築に向けた技術開発を推進しています。

　低炭素社会の実現に向けた取り組みとしては、都市のヒー

トアイランド現象を抑制する「遮熱性舗装」、アスファルト合材

製造時のＣＯ2排出量を削減する「中温化技術」の普及展開

などが挙げられます。これからも資源循環・低炭素・自然共生

社会の実現に向けて、幅広い視点から技術貢献を果たして

いきます。

　全国に展開する事業所ネットワークを活用して、自然災害

の復旧活動をはじめ、地域に密着した清掃活動や交通安全

活動を続けてきました。さらには、ＪＸグループの「童話の花

束」への協力、小学校のグラウンド整地、「世界の子どもにワク

チンを日本委員会」への寄付など、将来世代の育成支援にも

注力しています。

　こうした社会貢献活動とあわせて、建設産業の担い手の確

保・育成という構造的な問題に対しても、施工の合理化や就

労環境の改善をはかると同時に、建設産業の役割や「ものづ

くり」の魅力について積極的に情報発信し、社会とのコミュニ

ケーションを深めていきます。その一環として、多くの方々に道

路や舗装を身近に感じ、興味を高めていただけるように、

NIPPOのマスコットキャラクター「ミッチーくん」による「道づく

り」のPR活動にも努めてまいります。

　2014年10月から、ワーキングウェアを一新します。新しい

ワーキングウェアを着用した従業員一人ひとりの自覚と責任

をもった企業行動を通して、より一層の信頼感や安心感を皆

様に提供できるように努力を重ねていきます。これからもＣＳ

Ｒ活動を積極的に展開し、良き企業市民として、社会の期待

や要請に誠実に応え、信頼の絆を深めてまいります。

　皆様の一層のご理解とご支援、忌憚のないご意見を賜りま

すようお願い申し上げます。

　ＮＩＰＰＯは、1934年（昭和9年）2月2日、「日本鋪道株式会

社」として設立以来、2014年で80周年を迎えました。この80

年間、企業理念『確かなものづくりを通して、豊かな社会の実

現に貢献する』ことを「企業の社会的責任（ＣＳＲ）」の根幹と

し、あくなき挑戦と誠実な企業活動をもって、皆様の信頼に応

えてきました。80周年という節目を、設立以来の原点に立ち返

り、ＮＩＰＰＯのあるべき姿を見つめ直す機会にしたいと考えて

います。

　東日本大震災以降、災害に強い道づくり・まちづくりの推進

が要請されるようになりました。

　一方で、中央自動車道のトンネル事故を契機に、防災や安

全･安心面から、経年劣化が進む既存インフラの再構築が求

められています。

　安全・安心な社会生活基盤の再構築は、建設産業の使命

と考えています。ＮＩＰＰＯは、道路を中心に補修･補強手法の

調査・検討を重ねながら、防災・減災のための技術開発や現

場力の向上に取り組んでいます。そして、品質、法令、安全、環

境など、あらゆる社会的要求に適正に応える「確かなものづく

り」を通して、将来を担う人々の生命や暮らしを守り、地域の

安全・安心を将来世代に受け渡す責任を果たしていきます。

　「人命尊重」は、ＮＩＰＰＯが掲げる安全衛生管理方針の基

本理念です。繰り返し型の労働災害事故の撲滅に向け、安全

作業の徹底と安全最優先の企業風土の醸成に努めています

が、著しい成果をあげるには至っていません。

　安全は一朝一夕に成るものではありません。「安全作業4つ

の誓い」を強い意志と行動をもって実践する、といった小さな

努力を積み上げていくことでしか成し得ません。改めて、「死

亡災害ゼロ」を強く誓い、「決められたことを現場で実践する」

ことを徹底してまいります。

①重機・車両後退時「誘導合図の確認」

②土砂崩壊「土止めの確認｣

③転落･墜落 ｢安全帯の確認｣

④非定常時作業「装置停止の確認」
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健全な地球環境の確保

社会との共生

「確かなものづくり」の実践

「安全」の徹底



1934年の会社設立以来「道づくり」
を中心に空港、スポーツ施設など、幅
広く社会インフラの整備を行ってい
ます。近年は、環境に対する国民意
識の高まりを受け、「CO2排出量を削
減する低炭素舗装」や「ヒートアイラ
ンド現象を抑制する舗装」などを国
内で初めて開発し、沿道環境や地域
環境の保全にも注力しています。

舗装・土木事業
アスファルト合材を製造・販売する工
場を全国に展開しています。これらの
工場では、舗装工事で現場から回収
された舗装廃材を受け入れ、その全量
を自社工場内で再資源化、再利用す
るリサイクルシステムを構築し「循環」
を完結しているほか、燃料のガス化や
省エネ機器の導入等によるCO2排出
量削減に取り組んでいます。

製品製造・販売事業

NIPPOの事業

舗装・土木事業
高速道路

舗装・土木事業
一般道路

舗装・土木事業
空港

舗装・土木事業
スポーツ施設

事業活動を通じて、社会の様々な場面で当社の技術
力を活かした「確かなものづくり」を実践し、豊かな社
会の実現を目指しています。

事業を通じて汚染を社会全体に拡散させないこ
とを念頭に、｢土壌浄化｣工法の提案に日々努め
ています。また、搬出する汚染土壌の管理伝票購
入費の一部は、土壌汚染対策助成金に使われて
います。

土壌浄化事業

1983年から本格的に建築事業に参入し、実績を
積み重ねています。様々な要望と施工環境に対
応し、技術の蓄積でお客様との信頼を築いてきま
した。環境に配慮して地域社会に合った夢のあ
る快適空間を提供しています。

建築事業

環境と安全に配慮し、永く安心できる住環境の提
供を柱とした不動産事業を展開しています。「環
境重視」・「安全性の高い商品企画」・「資産価値
の高い街づくり」をコンセプトとし、全国の主要都
市において、マンション分譲事業「Le Cinq」シ
リーズ、賃貸事業「ABAS」シリーズおよび市街地
再開発事業に取り組んでいます。

開発（不動産）事業
中国やインド、東南アジア諸国を中心としたテス
トコースの建設、アフリカ諸国を中心とした、日本
の政府開発援助（ODA）による道路整備事業へ
の参画など、当社の高い技術を活かし、世界での
活躍の場を広げ、各国のインフラ整備に貢献して
います。

海外事業

ル・サンク

アーバス

全天候高耐久常温合材
レミファルトST京都合材工場 岩手県営運動公園ラグビー場 長崎諫早プールサイド（遮熱性舗装）
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